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河川敷にシバザクラ
（さつま町虎居）

　さつま町虎居の宮之城橋下の川内川河川敷
に、約1000株もの色鮮やかなシバザクラが
咲き誇りました。
　虎居地区公民館が約250㍍にわたって植え
付けたもので、地域住民の癒しの場となりま
した。

召しませ　初夏の涼スイーツ

北薩広域公園
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●さつま町役場
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Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
マ
ン
ゴ
ー
部
会
は
４
月

27
日
、
さ
つ
ま
町
広
瀬
の
福
岡
喜
一
郎
さ

ん
（
69
）
の
ハ
ウ
ス
で
収
穫
祭
を
開
き
ま

し
た
。
今
年
産
は
昨
年
よ
り
20
日
遅
れ
の

出
荷
と
な
り
ま
し
た
が
、
着
果
や
色
づ
き

も
良
く
上
々
の
出
来
栄
え
。
約
12
㌧
の
生

産
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
収
穫
は
６
月
上

旬
ま
で
続
き
、
鹿
児
島
市
場
を
中
心
に
出

荷
し
ま
す
。

　

収
穫
祭
に
は
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
、
行
政

関
係
者
ら
が
参
加
。
祝
迫
直
人
部
会
長

（
52
）
は
「
昨
年
は
天
候
不
順
に
よ
り
部

会
始
ま
っ
て
以
来
の
不
作
だ
っ
た
が
、
今

年
産
は
順
調
に
生
育
し
て
い
る
。
一
生
懸

命
育
て
た
お
い
し
い
北
さ
つ
ま
の
マ
ン

ゴ
ー
を
、
母
の
日
や
父
の
日
に
ぜ
ひ
贈
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

部
会
で
は
生
産
者
６
人
が
84
㌃
で
栽
培

し
、
平
成
７
年
か
ら
「
か
ご
し
ま
の
農
林

水
産
物
認
証
」
を
継
続
し
て
取
得
し
て
い

ま
す
。
９
年
に
は
県
域
ブ
ラ
ン
ド
の
産
地

指
定
を
受
け
、
部
会
員
・
Ｊ
Ａ
・
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
高
品
質
マ
ン
ゴ
ー
の
生

産
・
販
売
に
努
め
て
い
ま
す
。

マンゴーの出荷が始まり生産者も笑顔を見せていました

さつま町長らも収穫を体験しました

着
果
、色
づ
き
と
も
良
好

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
マ
ン
ゴ
ー
部
会
収
穫
祭

前
年
の
不
作
乗
り
越
え
出
荷
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唐
浜
ら
っ
き
ょ
う

品
質
良
く
高
評
価

　

薩
摩
川
内
市
特
産
の
「
唐
浜
ら
っ
き
ょ

う
」
の
収
穫
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
Ｊ
Ａ
北

さ
つ
ま
網
津
選
果
場
に
は
生
産
者
が
続
々

と
持
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
今
年
産
は
日
照

不
足
と
低
温
の
影
響
で
分
球
が
少
な
く
遅

れ
気
味
で
し
た
が
、
品
質
は
良
好
。
収
穫

は
６
月
中
旬
ま
で
続
き
、
主
に
東
京
、
中

京
、
北
九
州
市
場
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
唐
浜
ら
っ
き
ょ
う
部
会

員
は
69
人
で
、
栽
培
面
積
は
18
㌶
。
出
荷

量
３
０
０
㌧
、
販
売
額
１
億
１
４
０
０
万

円
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

海
岸
線
の
砂
丘
地
で
栽
培
す
る
ラ
ッ

キ
ョ
ウ
は
色
が
白
く
、関
係
者
か
ら
は「
白

い
ダ
イ
ヤ
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。シ
ャ

キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食
感
が
特
徴
で
、
品
質

は
市
場
関
係
者
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

同
市
網
津
町
で
栽
培
す
る
一
松
幹
郎
さ

ん
（
71
）
は
「
４
月
は
雨
が
多
く
日
照
時

間
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
生
育
の
遅
れ
を

心
配
し
た
が
、
そ
の
後
天
気
が
回
復
し
実

入
り
も
良
く
な
っ
て
き
た
。
病
気
も
な
く

良
い
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
が
で
き
て
い
る
」
と
話

し
ま
し
た
。

労
力
補
完
体
制
の
強
化

図
り
安
定
供
給
に
努
力

　

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
唐
浜
ら
っ
き
ょ
う
部
会

は
４
月
25
日
、
薩
摩
川
内
市
の
網
津
公
民

館
で
、
平
成
29
年
度
出
荷
販
売
対
策
協
議

会
を
開
き
ま
し
た
。
今
年
産
は
５
月
６
日

か
ら
出
荷
を
開
始
。
生
産
規
模
拡
大
に
向

け
て
労
力
補
完
体
制
の
強
化
を
図
り
、
安

定
供
給
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

会
議
に
は
関
東
・
中
京
・
北
九
州
の
市

場
関
係
者
も
参
加
し
、
情
勢
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
市
場
の
品
質
評
価
は
高
く
、「
ブ

ラ
ン
ド
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
販
売
に
努

め
る
。
コ
ン
テ
ナ
出
荷
の
継
続
を
お
願
い

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

一
松
幹
郎
会
長
は
「
天
候
の
関
係
で
収

量
減
が
予
想
さ
れ
る
。
少
し
で
も
多
く
出

荷
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
協
力
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

子
牛
平
均
92
万
円

　

薩
摩
中
央
家
畜
市
場
で
５
月
18
、
19
日

の
２
日
間
、
子
牛
せ
り
市
が
あ
り
ま
し
た
。

１
頭
当
た
り
の
平
均
価
格
は
92
万
６
０
１

５
円
で
、
前
回
（
４
月
）
よ
り
１
万
７
０

５
円
高
で
の
取
引
と
な
り
ま
し
た
。
最
高

値
は
雌
が
１
６
７
万
４
０
０
０
円
、
去
勢

は
１
５
２
万
６
４
０
円
で
し
た
。

薩摩中央家畜市場　平成29年5月18日～ 19日
入場頭数 591頭
売却頭数 586頭
入 場 売却 最高値 最低値 平均値 平均

体重
kg
単価 前回比

雌 251 247 1,674,000 340,200 866,750 293 2,957 ▲11,838
雄
去 340 339 1,520,640 536,760 969,196 326 2,974 26,371
総平均値 926,015円　　　
前回比 10,705円　高値
総売上高 542,644,920円　　　

子牛せり市成績表（税込み）

特
産
の「
唐
浜
ら
っ
き
ょ
う
」を
収
穫
す
る
生
産
者

集荷販売計画などを協議しました



　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
中
央
会
と
各
連
合
会
は

５
月
11
日
、
担
い
手
・
法
人
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
現
場
事
務
所
第
１
号
と
な
る

「
北
薩
事
務
所
」
の
開
所
式
を
Ｊ
Ａ
北
さ

つ
ま
本
所
で
開
き
ま
し
た
。
よ
り
現
場
に

密
着
し
た
指
導
体
制
で
、
Ｊ
Ａ
と
県
連
が

一
体
と
な
っ
た
担
い
手
・
法
人
対
策
（
共

同
対
策
）
を
展
開
し
ま
す
。
行
政
や
関
係

機
関
と
の
連
携
も
強
化
し
、
農
業
者
の
所

得
増
大
や
農
業
生
産
の
拡
大
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

現
場
事
務
所
は
、
組
合
員
と
の
強
い
信

頼
関
係
を
築
き
、
事
業
や
経
営
、
法
人
化

支
援
な
ど
を
柱
に
活
動
。
①
地
域
営
農
ビ

ジ
ョ
ン
の
実
践
②
組
合
員
の
声
を
聴
く
運

動
③
収
入
拡
大
・
コ
ス
ト
抑
制
対
策
―
な

ど
に
取
り
組
み
、
自
己
改
革
を
加
速
さ
せ

ま
す
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
、
県
・
市
町
村
、

関
係
機
関
が
連
携
す
る
「
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
機
能
」
も
発
揮
し
た
い
考
え
で
す
。

　

事
務
所
に
は
県
連
と
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
か

ら
の
各
２
人
、
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
と
Ｊ

Ａ
あ
い
ら
か
ら
の
各
１
人
の
計
６
人
が
常

駐
し
ま
す
。
地
区
担
当
制
で
、
３
Ｊ
Ａ
管

内
の
定
例
訪
問
先
を
中
心
に
巡
回
し
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
週
月
曜
日
に
定
例
会
を
開
き
、

前
週
の
取
り
組
み
状
況
や
今
週
の
行
動
予

定
を
報
告
。
毎
月
１
回
、
県
連
を
含
め
た

共
同
対
策
会
議
や
Ｊ
Ａ
報
告
会
も
開
き
、

情
報
を
共
有
化
し
ま
す
。

　

吉
野
康
一
事
務
所
長
は
「
担
い
手
支
援

は
も
ち
ろ
ん
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
践
状
況
や

自
己
改
革
の
進
捗
状
況
を
把
握
し
、
Ｊ
Ａ

ご
と
の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

開
所
式
に
は
、
３
Ｊ
Ａ
や
県
連
の
役
職

員
、
行
政
関
係
者
ら
約
50
人
が
出
席
。
Ｊ

Ａ
鹿
児
島
県
中
央
会
の
久
保
茂
吉
会
長

は
「
組
合
員
の
期
待
に
応
え
て
い
く
に
は
、

細
や
か
で
迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

現
場
事
務
所
の
機
能
を
発
揮
し
、
農
業
者

の
所
得
増
大
や
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し

て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
職
員
を
代
表
し
て
河

脇
大
作
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
）
が
「
ス

タ
ッ
フ
が
心
を
一
つ
に
し
て
、
皆
さ
ん
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
全
力
で
取
り
組

み
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

担い手支援に取り組む北薩事務所
の職員

現場密着の指導体制で
所得増大、生産拡大へ
担い手・法人サポートセンター北薩事務所開設
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委
員
長
に
大
塚
さ
ん
再
任

　

鹿
児
島
県
農
協
青
壮
年
組
織
協
議
会
は

５
月
８
日
、
鹿
児
島
市
の
Ｊ
Ａ
県
会
館
で

第
35
回
通
常
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
役
員

改
選
で
委
員
長
に
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
伊
佐
地

区
青
壮
年
部
の
大
塚
公
一
さ
ん
（
38
）
を

再
任
し
、
平
成
29
年
度
事
業
計
画
な
ど
を

決
め
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
約
１
５
０
人
が
出
席
。
29
年

度
は
ポ
リ
シ
ー
ブ
ッ
ク
の
作
成
・
活
用
で

組
織
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
に
取
り
組
む
な

ど
、
組
織
活
性
化
に
力
を
入
れ
ま
す
。
大

塚
委
員
長
は
「
地
域
の
課
題
を
集
約
し
、

県
や
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

新役員の紹介もありました

　

さ
つ
ま
町
白
男
川
の
北
野
利
修
さ
ん

（
75
）
が
「
珍
し
い
か
ら
飾
っ
て
」
と
、

Ｊ
Ａ
農
産
物
直
売
所
「
宮
之
城
ち
く
り

ん
館
」
に
タ
ケ
ノ
コ
を
持
参
し
ま
し
た
。

そ
の
形
は
な
ん
と
鳥
に
そ
っ
く
り
。
店

内
に
展
示
さ
れ
、
来
店
客
も
珍
し
そ
う

に
眺
め
て
い
ま
し
た
。

野
菜
ナ
ン
デ
モ
珍
百
景

　

薩
摩
川
内
市
中
村
町
で
は
組
合
員
の

方
が
双
子
の
タ
ケ
ノ
コ
を
収
穫
し
ま
し

た
。「
長
年
収
穫
し
て
い
る
が
双
子
は

初
め
て
」
と
驚
い
て
い
ま
し
た
。

鳥そっくりのタケノコ双子のタケノコ

組合員・利用者の皆様へ

元職員による不祥事件のお詫び

　当組合の元職員が米販売代金を着服していた不祥事件が発生しました。組合員・利用者
の皆様にご迷惑とご心配をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。
　当組合では平素より、役職員の法令順守に努めておりましたが、不十分であったことを
痛感しております。
　今回の事件発生を厳粛に受け止め、徹底した追跡調査を行うとともに、再発防止策を策
定し、内部管理態勢の一層の充実強化、コンプライアンスの確立に組織をあげて取り組ん
でまいります。
　今回の事態につきましては重ねてお詫び申し上げます。

北さつま農業協同組合
代表理事組合長　永福喜作
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北さつま
東西南北

　
「
お
じ
ゃ
っ
た
も
ん
せ
」
―
。
第
13
回
関

西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー
が
４
月
16
日
、
大

阪
市
の
京
セ
ラ
ド
ー
ム
大
阪
で
開
か
れ
ま
し

た
。
鹿
児
島
県
の
物
産
が
一
堂
に
会
す
る
イ

ベ
ン
ト
で
、
古
里
の
懐
か
し
い
味
を
求
め
約

３
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

物
産
・
観
光
コ
ー
ナ
ー
に
は
企
業
・
団
体

な
ど
が
３
０
０
を
超
え
る
ブ
ー
ス
を
出
展
。

さ
つ
ま
町
、
薩
摩
川
内
市
、
伊
佐
市
の
ブ
ー

ス
で
は
特
産
の
米
や
イ
チ
ゴ
、
野
菜
、
茶
、

焼
酎
な
ど
を
販
売
し
、
長
い
列
が
で
き
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
歌
手
の
原
田
悠
里
さ
ん
、
島
津
悦
子

さ
ん
、
西
田
あ
い
さ
ん
ら
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
も
あ
り
、
来
場
客
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー

古
里
の
味
求
め

３
万
人
が
来
場

　

初
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
ス
ズ
ラ
ン
の
花
が
、

伊
佐
市
大
口
白
木
の
富
ケ
丘
地
区
で
咲
き
ま

し
た
。
県
内
で
は
珍
し
い
群
生
地
で
、「
す

ず
ら
ん
の
里
」
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
ま

す
。

　

同
地
区
の
住
民
が
旧
満
州
で
見
た
ス
ズ
ラ

ン
の
丘
を
忘
れ
ら
れ
ず
、
長
野
県
か
ら
苗
を

取
り
寄
せ
て
植
え
た
の
が
始
ま
り
。
現
在
で

は
、
地
元
有
志
の
す
ず
ら
ん
同
好
会
が
管
理

し
、
１
万
株
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
あ
さ
ぎ
り
町
か
ら
訪
れ
た
夫
婦
は

「
１
回
見
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
か
わ
い
い

花
で
感
動
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

伊
佐
市
の
富
ケ
丘
地
区

純
白
の
ス
ズ
ラ
ン

１
万
株
咲
き
誇
る

　

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
は
４
月
12
日
夜
、
鹿
児

島
市
の
ワ
イ
ン
バ
ー
で
、
さ
つ
ま
町
産
イ

チ
ゴ
「
さ
つ
ま
お
と
め
」
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン

ト
を
開
き
ま
し
た
。
シ
ャ
ン
パ
ン
と
イ
チ

ゴ
の
組
み
合
わ
せ
を
提
案
し
、
消
費
拡
大

に
つ
な
げ
る
の
が
狙
い
。
ワ
イ
ン
愛
好
家

に
「
相
性
抜
群
」
と
好
評
で
し
た
。

　

「
さ
つ
ま
お
と
め
」
は
鹿
児
島
県
独
自

品
種
。
果
実
が
大
き
く
食
味
が
良
い
の
が

特
徴
で
す
。
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
生
産
者
11
人

が
１
・
４
㌶
で
栽
培
し
て
お
り
、
鹿
児
島

市
な
ど
の
百
貨
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
生
産
者
の
井
川
和
久
さ

ん
（
48
）
も
参
加
し
、
栽
培
方
法
や
味
の

特
徴
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ワ
イ

ン
ソ
ム
リ
エ
の
城
下
久
美
さ
ん
（
51
）
が
、

イ
チ
ゴ
の
味
や
個
性
に
合
わ
せ
て
産
地
や

生
産
者
の
違
う
シ
ャ
ン
パ
ン
５
本
を
選
ん

で
提
供
。
客
は
イ
チ
ゴ
と
の
飲
み
・
食
べ

比
べ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

女
性
客
は
「
シ
ャ
ン
パ
ン
に
よ
っ
て
イ

チ
ゴ
の
う
ま
さ
が
さ
ら
に
引
き
立
っ
た
。

お
い
し
い
出
合
い
に
感
謝
し
た
い
」
と
、

組
み
合
わ
せ
に
納
得
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
今
後
も
県
内
外
の
消
費
地
で
、

旬
の
食
材
を
Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

古里の味を買い求める人々でにぎわいました

イチゴとシャンパンの組み合わせを楽しむワイン愛好家

１万株のスズランが純白の花を咲かせました

ワ
イ
ン
バ
ー
で
イ
チ
ゴ
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

　

シ
ャ
ン
パ
ン
と
の
相
性
抜
群
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第
33
回
春
期
北
薩
ブ
ロ
ッ
ク
Ｊ
Ａ
農
業
機

械
大
展
示
会
が
４
月
21
、
22
日
の
２
日
間
、

さ
つ
ま
町
の
薩
摩
中
央
家
畜
市
場
で
開
か
れ

ま
し
た
。
最
新
鋭
の
大
型
農
業
機
械
か
ら
家

庭
菜
園
用
の
小
物
機
械
ま
で
豊
富
な
品
ぞ
ろ

え
。
多
く
の
来
場
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

展
示
会
に
は
北
さ
つ
ま
、
あ
い
ら
、
鹿
児

島
い
ず
み
、
さ
つ
ま
日
置
の
４
Ｊ
Ａ
管
内
か

ら
約
３
０
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
農
繁
期

を
前
に
必
要
と
す
る
農
機
具
を
見
て
回
り
、

メ
ー
カ
ー
担
当
者
か
ら
性
能
や
操
作
方
法
の

説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
に
設
け
ら
れ
た
最
新
鋭
技

術
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
や
鳥

獣
対
策
製
品
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
来
場
客
の

関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

薩
摩
川
内
市
農
業
公
社
は
４
月
28
日
、
産

業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
１
機
と
ト
ラ
ク

タ
ー
１
台
を
新
た
に
導
入
し
、
安
全
祈
願
祭

を
開
き
ま
し
た
。

　

導
入
し
た
無
人
ヘ
リ
は
、
従
来
機
よ
り
エ

ン
ジ
ン
出
力
が
２
馬
力
ア
ッ
プ
。
農
薬
散
布

タ
ン
ク
も
最
大
24
㍑
か
ら
最
大
36
㍑
と
な

り
、作
業
効
率
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
公
社
で
は
、
国
有
林
の
松
く
い
虫
防
除

や
水
稲
防
除
な
ど
に
無
人
ヘ
リ
を
活
用
す
る

こ
と
か
ら
、「
効
率
よ
く
安
全
に
作
業
を
進

め
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

薩
摩
川
内
市
農
業
公
社

無
人
ヘ
リ
な
ど

導
入
し
安
全
祈
願

北
薩
Ｊ
Ａ
農
機
大
展
示
会

最
新
鋭
機
な
ど

品
ぞ
ろ
え
豊
富

白熱したレースが繰り広げられました

　

農
民
政
治
連
盟
さ
つ
ま
支
部
は
５
月
２

日
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
本
所
で
、
平
成
28
年
度

通
常
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
29
年
度
活
動
方

針
な
ど
議
案
３
件
を
原
案
通
り
承
認
し
、
日

Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
国
際
貿
易
交

渉
に
関
す
る
特
別
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

29
年
度
は
、
生
産
基
盤
対
策
の
強
化
と
農

家
経
営
安
定
対
策
を
求
め
る
運
動
を
展
開
す

る
ほ
か
、
組
織
活
性
化
を
図
る
た
め
正
組
合

員
の
加
入
促
進
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

総
会
に
は
盟
友
約
２
０
０
人
が
出
席
。
さ

つ
ま
町
・
薩
摩
川
内
市
祁
答
院
町
に
対
す
る

要
請
事
項
１
５
６
点
の
回
答
報
告
も
あ
り
ま

し
た
。

　

伊
佐
市
菱
刈
の
川
内
川
カ
ヌ
ー
競
技
場

で
４
月
30
日
、「
い
さ
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ッ
プ

２
０
１
７
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
県
内
外
か

ら
70
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
白
熱
し
た
レ
ー
ス

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
オ
ー
プ
ン
、
レ

デ
ィ
ー
ス
、
小
学
生
、
中
学
生
の
４
種
目
で
、

ボ
ー
ト
１
隻
に
10
人
が
乗
り
込
み
、
２
５
０

㍍
先
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部
で
は
津
奈
木
海
龍

（
熊
本
県
）
が
、
圧
倒
的
な
速
さ
で
栄
冠
を

手
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
生
の
部
で
は

地
元
の
湯
之
尾
小
６
年
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ

が
優
勝
し
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

農
政
連
さ
つ
ま
支
部
総
会

国
際
貿
易
交
渉
の

特
別
決
議
を
採
択

い
さ
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ッ
プ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は

津
奈
木
海
龍
制
す

活動方針などについて協議しました

作
業
の
安
全
を
祈
願
す
る
関
係
者

最新鋭機も数多く展示されました
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ほほえみ通信
～女性部のひろば～絆

人間ドックのご案内
　ＪＡ北さつま・ＪＡ厚生連では、総合的な健康診断
として人間ドックを行っています。
　ぜひ人間ドックを受けて健康づくりに役立てて
ください。申し込みと問い合わせは、ＪＡ本所福
祉課（０９９６）５３－１１３１、川内総務経済
課（０９９６）２７－０１９１、伊佐総務経済課
（０９９５）２４－２６０７へ。
受診日 支所名 コース 募集人員
６／６ さつま 一般 １０人
６／１３ 川内 一般 ５人
６／２９ さつま 一般 １０人
６／３０ 樋脇 一般 ５人
６／３０ 樋脇 女性 ５人
７／１０ さつま 一般 １０人
７／１０ さつま 女性 １０人
７／１１ 入来 一般 ５人
７／１１ こしき 一般 ２人
７／２４ 川内 一般 １０人
７／２４ 川内 女性 ５人
７／３１ 伊佐 一般 １０人
７／３１ 伊佐 女性 １０人

　ＪＡ鹿児島県女性組織協議会は４月28日、鹿児島
市のＪＡ県会館で第62回通常総会を開きました。女
性部員やフレッシュミズら約250人が出席。女性部活
動を通じ、住みよい地域社会づくりに取り組み、ＪＡ
と地域の懸け橋になることを誓いました。
　平成29年度の重点活動は、①世代のニーズをとら
えた仲間づくりの実践②ＪＡ健康寿命100歳プロジェ
クトの促進③ＪＡ運営への積極的な参画―など。
　ＪＡ女性組織活動体験発表には５人が登壇。ＪＡ北
さつま女性部の内恵美子さんは「楽しい活動は世代を
超えて」のタイトルで、古布リフォーム教室や着付け
教室などの活動を紹介。「子どもや孫も興味を示し活
動に参加するようになった」と語り、見事最優秀賞に
選ばれました。内さんは県代表として九州地区大会に
出場します。

　さつま川内支部総会並びに家の光大会が４月13日、
川内総合支所であり、平成29年度活動計画など議案
４件を承認しました。また、家庭菜園コンクールの結
果発表もあり、屋久桃江さん（川内）、黒木龍子さん
（樋脇）、橋口リツさん（入来）、徳永法子さん（東
郷）の４人が表彰されました。
　総会終了後には余興もあり、地区ごとに踊りや歌を
披露しました。

　伊佐支部総会が４月21日、菱刈農村改善センター
であり、「組織を元気にするため、新しい感性を取り
入れながら仲間の輪を広げます」などの申し合わせを
採択しました。また、趣味グループ活動発表会もあり、
練習の成果を披露しました。

　さつま支部総会が４月16日、ＪＡ本所でありまし
た。共同購入運動で湯田支部が、部員拡大運動で柏
原支部と湯田支部が表彰されました。平成29年度は、
地産地消や食農教育を通じてさまざまな世代に食や農
の大切さを伝えるほか、次代につなぐリーダー育成に
も努めます。

● 内さんが最優秀賞 ●

● 家庭菜園表彰も ●

● 趣味グループが踊り披露 ●

● 湯田支部など表彰 ●

内さん（中央）の受賞を女性部員も祝福
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板木技術士事務所●板木利隆

高温好みで乾燥を嫌う、サトイモ作りのポイント

　

山
で
採
れ
る
山
芋
に
対
し
、
人
の
住

む
里
に
で
き
る
こ
と
か
ら
サ
ト
イ
モ
の

名
が
あ
り
。
原
産
は
マ
レ
ー
半
島
付
近

の
熱
帯
の
多
湿
地
。
日
本
に
は
中
国
を

経
て
渡
来
、
稲
作
以
前
は
日
本
の
主
食

で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
野
菜
の
大
先
輩
で

す
。

　

主
成
分
は
で
ん
ぷ
ん
質
。
加
熱
す
る

と
糊
化
（
こ
か
）
し
消
化
吸
収
し
や
す

く
な
り
、
カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
に
含
ま
れ
、

意
外
に
低
カ
ロ
リ
ー
。
体
脂
肪
や
生
活

習
慣
病
が
気
に
な
る
人
に
も
お
薦
め
で

す
。

　

親
芋
が
中
心
に
あ
り
、
子
芋
、
孫
芋

が
そ
の
周
り
に
付
く
サ
ト
イ
モ
に
は
、

通
常
子
芋
、
孫
芋
を
食
べ
る
子
芋
用
と

親
芋
を
食
べ
る
親
芋
用
、
葉
柄
を
食
べ

る
葉
柄
用
が
あ
り
ま
す
。

　

通
常
は
子
芋
用
の
「
土
垂
」
や
「
石

川
早
生
」
な
ど
を
選
び
ま
す
が
、
好
み

に
よ
っ
て
親
芋
用
の
「
京
い
も
」
や
親

子
兼
用
の
「
八
つ
頭
」、葉
柄
用
の
「
蓮

芋
」
な
ど
も
用
い
ま
す
。

　

サ
ト
イ
モ
は
連
作
障
害
が
出
や
す
い

野
菜
な
の
で
、
少
な
く
と
も
3
〜
4
年

作
っ
た
こ
と
の
な
い
場
所
を
選
ん
で
栽

培
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
温
性
で
生
育
適
温
は
25
〜
30
度
、

植
え
付
け
は
十
分
地
温
が
上
が
っ
て
か

ら
、
植
え
付
け
の
深
さ
は
7
〜
8
ｃ
ｍ
。

植
え
付
け
た
ら
畝
上
に
ポ
リ
マ
ル
チ
を

し
、
地
温
の
上
昇
を
図
り
ま
す
。

　

マ
ル
チ
の
下
で
、
芽
が
伸
び
始
め
た

ら
遅
れ
ず
に
フ
ィ
ル
ム
を
破
り
芽
を
上

に
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

　

芽
が
勢
い
良
く
伸
び
だ
し
た
ら
、
太

い
芽
1
本
だ
け
を
伸
ば
し
、
小
さ
な
芽

は
早
い
う
ち
に
か
き
取
り
ま
す
。
土
寄

せ
前
な
ら
芽
を
倒
し
て
土
で
埋
め
て
し

ま
う
の
も
良
い
方
法
で
す
。

　

本
葉
が
5
〜
6
枚
に
な
っ
た
頃
、
畝

の
通
路
側
に
肥
料
（
1
株
当
た
り
油
か

す
大
さ
じ
3
、
化
成
肥
料
大
さ
じ
2
が

目
安
）
を
ば
ら
ま
い
て
、
土
と
混
ぜ
合

わ
せ
な
が
ら
株
元
に
土
寄
せ
を
し
ま
す
。

　

マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
は
片
寄
せ
し
て
作

業
し
、
再
び
覆
い
ま
す
。
土
寄
せ
の
厚

さ
は
4
〜
5
ｃ
ｍ
程
度
に
し
、
2
〜
3

週
間
置
き
に
3
回
ほ
ど
行
い
ま
す
。
第

2
、
3
回
の
土
寄
せ
の
前
に
も
第
1
回

同
様
に
追
肥
し
ま
す
が
、
葉
が
茂
り
過

ぎ
な
ら
肥
料
は
控
え
め
に
し
て
く
だ
さ

い
。
第
3
回
は
マ
ル
チ
を
除
去
し
て
作

業
し
ま
す
。
あ
ま
り
遅
く
ま
で
マ
ル
チ

を
し
て
お
く
と
高
温
と
乾
燥
の
た
め
に

芽
つ
ぶ
れ
や
ひ
び
割
れ
な
ど
、
子
芋
の

障
害
の
原
因
に
な
る
の
で
注
意
し
ま
す
。

　

サ
ト
イ
モ
は
日
照
り
不
作
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
に
、
夏
の
乾
燥
に
は
弱
い
で
す
。

降
雨
が
少
な
く
、
土
が
乾
き
過
ぎ
る
よ

う
で
し
た
ら
灌
水
（
か
ん
す
い
）
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

例
年
乾
き
が
激
し
い
畑
に
は
作
付
け

し
な
い
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

こんにちはAコープです!

【
訂
正
と
お
詫
び
】

４
月
号
の
イ
ラ
ス
ト
に
誤
り
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。訂
正
済
み
イ
ラ
ス
ト
を
掲

載
す
る
と
と
も
に
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

Ａコープの「大隅うなぎ」は、良質な水に恵まれ
た、自然に近い環境で育てています！
ふっくら柔らかなうなぎです。
うなぎを食べてスタミナアップ！
どうぞ、ご利用下さい。

7月25日㈫ 土用の丑の日 ご予約承り
中！

今年も、エーコープの｢大隅うなぎ」
を食べて、暑い夏をのりきりましょう！

7月15日（土）〆切。
詳しくは、各店舗に

お問い合わせ下さい。



（1） ピーマンは縦半分に切り種を取り除き、細切りにす
る。

（2） フライパンにごま油をひき、強火で煙が出るまで熱
する。

（3） 細切りにしたピーマンを強火のまま20秒炒め、合わ
せ調味料を入れ10秒炒める。

（4） 器に盛り、上から一味・いりごまを掛けて出来上が
り。

ピーマン………………6個
ごま油……………大さじ2
いりごま・
一味とうがらし……適宜

合わせ調味料
　しょうゆ………大さじ1
　みりん…………大さじ1
　料理酒…………大さじ1
　砂糖……………小さじ1

材　料 （4人分）

作り方

ピーマンのきんぴら

12

できるだけ短時間で調理して、食感を残しましょう。

point

ステップアップ楽
しく料理

第３回北さつま農協利用者
年金友の会ゴルフ大会

会場　市比野グリーンヒルカントリークラブ
（薩摩川内市樋脇町市比野250番地）

　年金友の会会員の健康増進と会員相互の親睦・協調を図ることを目的
とします。
　本大会は、平成29年９月７日（木）に開催される県大会の予選会（選手
選考）を兼ねています。

８/4
（金）

参加者募集中
定員60名

　■申込締切
　　７月14日（金）

■出場資格

（１） 新規受給者ならびにＪＡへ指定替えしていただ
　　 ける方

（２） ＪＡへ年金の受給予約をしていただける方
（３） 既にＪＡで年金を受給していただいている方

■申込方法
所定の申込用紙に必要事項を記入し、最寄りのＪ
Ａ支所に提出してください。申込人数が60名に達
した場合は、締め切らせていただきます。

■問い合わせ
ＪＡ北さつま　金融指導課

☎0996－53－1123
または、最寄りのＪＡ支所まで



①答え
②郵便番号
③住所
④氏名
⑤年齢
⑥意見・感想

895-1811
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つ
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二重マスの文字をA～Eの順
に並べてできる言葉は何で
しょうか？

■タテのカギ ■ヨコのカギ

郵便はがきに①答え②郵便番号
③住所④氏名⑤年齢⑥意見・感想な
どを書いて、左記の宛先まで送って
ください。正解者の中から抽選で10
名の方に粗品をプレゼントします。
締切は6月26日。（クイズの応募で
取得した個人情報については、これ
以外には使用いたしません）

身を立てて故郷へ——を飾った
肩や腰が痛むときに貼ることも
傷や病気が治ること
「これが生命線で、これが運命線
……」と見ていきます
ろくろ首やのっぺらぼうなど
梅雨どきには差す機会が増えます
漆で描いた文様に金粉などを付け
て仕上げます
釣った魚を入れます
お酒よりもお菓子が好きな人
本当にあったこと
つるべで水をくみ上げます
1階建ての建物のこと
居酒屋や料理屋の入り口によく下
げられています

6月の第3——は父の日です
収穫物を——・優・良に仕分けし
た
梅干しの色付けにも使われる葉野
菜
止まらずに行ってしまいました
近付くと雨が降りやすくなります
草を刈るときに使います
長崎の麺料理。ちゃんぽんと並ぶ
名物です
願い事を書いて奉納する板
ナガス、マッコウ、ミンクといえ
ば
お手洗い、ご不浄などともいいま
す
鬼が出るか——が出るか
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　第２回理事会を４月28日に開き、次の事項
について協議しました。
【議案】
①平成28年度事業報告、貸借対照表、損益計
算書、剰余金処分案、注記表及び付属明細書
について
②平成28年度部門別損益計算書について
③第７回通常総代会開催日時、場所、提出議案
について
④第７回通常総代会議決権行使書等の取扱い
について
⑤職員退職給与規程の一部改正について
⑥平成28年度県常例検査指摘事項・回答書に
ついて
⑦組合員に対する貸付について
⑧業務分掌及び職務権限表の一部変更につい
て

【報告】
①平成28年度全国監査機構期中監査Ⅲ指摘
事項・回答書について
②平成28年度末決算監査指摘事項・回答書に
ついて
③平成29年２月末自主検査報告について
④金融共済ＡＤＲ（相談・苦情対応状況）報告
について
⑤平成28年度末自己資本比率の状況につい
て
⑥平成29年度コンプライアンス全体職員研
修会について
⑦地区別説明会開催要領について
⑧平成29年度ＪＡ北さつまお盆フェア開催
要領について
⑨平成29年度春夏期生活総合展示会開催要
領について
⑩(有)くみあい福祉センターの経営状況につ
いて
⑪子牛・成牛せり市実績について
⑫特定債務者の回収方針について

理事会だより

応募方法

４月号当選者発表 ５月号の解答

当選者は７月号で発表します。

　4月号「パズル？　頭の体操」当
選者は次の方々に決まりました。

おめでとうございます。

▽川畑真一さん ▽福田智子さん

▽西田秀徳さん ▽米盛久男さん

▽中島弘和さん ▽山根スミヨさん

▽池上寛さん ▽田島花奈実さん

▽満園睦さん ▽上之園勝雄さん

マ ー ガ レ ツ ト

こんにちは！クミアイ家庭薬です

クミアイ家庭薬に関するお問い合わせは
農協各支所または経済連生活課
（099－258－5325）まで

500ｍℓ　1,800円（税抜）
1,000ｍℓ　3,200円（税抜）

黒酢プラス
（りんご味）

10倍希釈

酸っぱいのが
苦手な方でも
フルーティーで
おいしく！

オリゴ糖
食物繊維
菊イモエキス
ビタミンＢ２．Ｂ６

配合！

毎日の健康習慣！
大さじ1杯の

お酢を摂りましょう！
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年金無料相談会
　年金についての無料相談会を開催いたします。社
会保険労務士がお答えしますので、お気軽にご相談
ください。
地 区 開催場所 開　催　日 時　　間

伊　佐 伊佐総合支所 6月16日（金）10:00～ 12:00

さつま 鶴 田 支 所 6月21日（水） 9:30 ～ 12:00

15

【川内地区】　川内総合支所
　　6月18日（日）　 9：00 ～ 12：00

各種ローンについての無料相談会を開催いたします。
お気軽にご相談ください。

休日ローン相談会

生産資材休日営業のお知らせ
　矢倉配送センターと伊佐配送センターでは、６月の
農繁期対応として、日曜日（午前中）も営業しますの
でご利用ください。




